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研究成果の概要（和文）：本研究は，男性家族介護者の社会的孤立の予防，早期発見に向けた基礎的資料を得ることを
ねらいに，287名の家族介護者を対象とした質問紙調査を実施した。主な結果として，（1）男性家族介護者は，女性家
族介護者と比較して「孤立型」に占める比率が高い傾向にあること，（2）「孤立型」の家族介護者は，近隣者との関
係が希薄で，経済的問題を抱えている可能性があり，かつソーシャルサポートが少なく，介護負担感が高いこと，が明
らかとなった。これらの結果は，男性家族介護者の社会的孤立の予防に向けた環境づくりの強化に向けた取り組みが必
要であることを示唆している。

研究成果の概要（英文）： This study aims to obtain the basic information required for the prevention and 
early detection of social isolation in the male family caregivers of the elderly. A self-administrated 
questionnaire survey was conducted among 287 family caregivers of the elderly.
 The main results are as follows: (1) male family caregivers represent a high percentage of the 
“socially isolated group” compared with female family caregivers, (2) the caregivers of the “socially 
isolated group” have a weak association with neighbors, some economic difficulties, lower social 
support, and greater care burden. The above results emphasize the need to consider enhancing the 
environment in order to prevent the social isolation experienced by male family caregivers of the 
elderly.

研究分野： 社会科学

キーワード： 家族介護者　社会的孤立　ソーシャルネットワーク　男性介護

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，女性の社会進出や家族形態の縮小化，介
護の社会化の進展等を背景に，在宅で高齢者を介
護する家族の介護形態は多様化している。とりわ
け，介護保険制度の導入を契機に，介護の担い手
は大きく変化し，最近では「配偶者」や「子」に
よる介護が，大きな割合を占めている。また近年
では，「介護者モデル」の変容に代表されるよう
に，家族介護のかたちも多様化し，劇的な変化を
見せつつある。男性家族介護者（以下，男性介護
者とする）の増加もその一例であり，1995 年に
は介護者全体の 2 割であったものが，2010 年に
は3割を超えるまでに増加している。 
 このような「介護者モデル」の変容は，介護う
つや介護殺人・心中，高齢者虐待といった社会問
題と少なからず関連している。たとえば，保坂ら
（2006）の研究では，家族介護者のおよそ4人に
1人にうつのリスクがあり，65歳以上の介護者で
あれば3人に1人に希死念慮があることが報告さ
れている。また，湯原（2011）が行った 1998 年
から 2010 年までに発生した介護殺人・心中に関
する調査によれば，加害者の多くが男性介護者で
あることが報告されている。このような男性介護
者の問題について，津止ら（2007）はこの原因が
個人の属性を超えた構造的要因にあることを指
摘している。上野（2011）も，他の提供者による
介護があたかも家族介護の不完全な代替物とみ
なされることで，家族介護が「自明視」されると
いった問題を指摘している。 
 このような状況にあるにもかかわらず，行政の
方針は一貫して在宅介護の推進である。また，こ
うした問題の背景には，個人と社会との結びつき
の欠如，すなわち「社会的孤立」の存在が示唆さ
れているにもかかわらず，家族介護者，とりわけ
近年増加している男性介護者の社会的孤立やソ
ーシャルネットワークの実態について実証的に
明らかにした研究はほとんどない。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では，家族介護者，とりわけ男性介

護者に焦点を当てつつ，彼らの介護実態や社会的
孤立の現状を把握し，その背景要因および心理的
影響について明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，上記の研究目的の達成のために，
まず，男性介護者（介護経験者）を対象にインタ
ビュー調査を実施した。そののち，インタビュー
調査で得られた結果を踏まえ，家族介護者を対象
に質問紙調査を実施した。なお，これらの調査の
実施にあたっては，いずれも研究代表者が所属す
る機関の倫理審査会の承認を得た。 
 質問紙調査の実施にあたっては，53 か所の居
宅介護支援事業所を利用する高齢者の家族介護
者287名を対象とした。調査は無記名自記式とし，
調査にあたっては書面にて各事業所の長に研究
の趣旨，倫理的配慮等に関する説明を行い，同意
が得られた場合に，調査への協力を依頼した。ま
た家族介護者に対しても，同様に書面にて調査目
的や倫理的配慮（匿名性の保持，プライバシー保

護，研究協力の任意性等）についての説明を行い，
同意が得られた場合に限り，調査票の返送をもっ
て調査への協力を得た。調査期間は，平成 27 年
1月から3月までの3か月間とした。 
 主な調査内容は，介護者の基本属性（性，年齢，
続柄，就労状況，介護期間，1日の介護時間，被
介護者との同居の有無，世帯構成，最も付き合い
のある別居親族宅への移動にかかる時間，近所付
き合いの程度，地縁的活動への参加の程度，家族
会等への参加の有無，現在の暮らし向き，主観的
健康度），被介護者の基本属性（性，年齢，要介
護度，認知症の診断の有無，在宅介護サービスの
利用状況，最もよく利用する介護保険サービス事
業所への移動にかかる時間），および介護者のソ
ーシャルネットワーク，ソーシャルサポート，介
護負担感，介護充実感，精神的健康等で構成した。 
 ソーシャルネットワークは，社会的孤立のスク
リーニング尺度として広く知られている「日本語
版Lubben Social Network Scale短縮版（LSNS-6；
2011）」に，独自の2領域6項目を追加した4領
域12項目（「家族・親族」「友人」「介護仲間」「専
門職」）で構成される尺度で測定した。ソーシャ
ルネットワークは，社会的結びつきの構造的側面
に着目した概念であり，社会的孤立の評価として
も使用されている。 
 ソーシャルサポートは，西村（2014）によって
開発された「家族介護者ソーシャルサポート尺
度」を使用した。本尺度は，「情緒的サポート（提
供主体は親族，非親族，被介護者）」，「手段的サ
ポート（提供主体は親族，非親族）」についてそ
れぞれ3項目で尋ねるものであり，家族介護者の
ソーシャルサポートの受領実績を評価する尺度
として，その信頼性，妥当性が確認されている。 
 介護負担感は，Zarit介護負担尺度日本語版の
短縮版である「J-ZBI_8（荒井ら；2003）」と
「J-ZBI-8Y（上村ら；2006）」を使用した。上記
の2つの尺度はいずれも，「personal strain（介
護そのものによって生じる負担）」と「role 
strain（介護者が介護をはじめたためにこれまで
の生活ができなくなることによって生じる負
担）」の2領域8項目で評価されるものである。 
 介護充実感は，西村ら（2005）が開発した「介
護充実感尺度」を使用した。本尺度は，介護役割
における「自己達成感（達成感）」4 項目と「被
介護者との通じ合い（一体感）」4項目の2領域8
項目で構成されており，介護者の介護体験への肯
定的認知評価を測定することを目的としている。 
精神的健康は，「日本語版 WHO-5 精神的健康状

態表（WHO-5-J）」（Awataら；2007）を使用した。
本尺度は，最近2週間の気分状態を尋ねる5項目
で構成されている。また，非常に簡便に精神的健
康度を測定する尺度であり，潜在的に精神疾患を
有する者や今後疾患へ移行するリスクのある者
をスクリーニングすることに役立つものとされ
ている。 
統計解析には，以下の2点について明らかにす

ることを目的に，χ2 乗検定，一元配置分散分析
（多重比較含む），Kruskal-Wallis検定，確認的
因子分析，クラスター分析（Ward 法）を行うも
のとした。 



① 家族介護者の介護実態について明らかにす
る 

② 家族介護者の保有するソーシャルネットワ
ークの特徴（社会的孤立の傾向）と背景要
因および心理的影響について明らかにする 

 このとき，上記①②の分析にあたっては，家族
介護者の性差も加味して検討するものとした。 
なお，本研究では，回収された206名分のデー

タを使用した。ただし，上記②の分析については，
分析に使用するLSNS-6が日本では55歳以上の者
を対象に尺度の信頼性，妥当性が検証されている
ことから，本研究では 55 歳以上の介護者に限定
し，かつ高齢者（65 歳以上）と同居している家
族介護者129名分のデータを分析対象とした。 
 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 
① 家族介護者の介護実態 
介護者全体に占める割合は，男性よりも女性が

多く，男女ともに「50歳代」「60歳代」が主な介
護の担い手となっていた。また，配偶者介護，実
子介護（息子・娘）が全体の約7割を占めていた。
介護者の1割は被介護者と同居していない「別居
介護」であった。家族構成は「二世代世帯」が最
も多くなっていた。平均介護期間は58.2ヵ月（標
準偏差52.0）であり，1日当たりの介護時間は「半
日程度」が最も多かった。介護者の 3 割以上は，
仕事と介護を両立させていた。近所付き合いの程
度は，男女ともに「日常的に立ち話しをする程度
のつきあいはしている」がおよそ半数を占めてい
た。地縁的活動への参加の程度は，男女ともに「年
に数回程度」が最も多かった。最も付き合いのあ
る別居親族宅までの移動にかかる平均所要時間
は 46.2 分（標準偏差 116.3）であった。家族会
等への参加の有無は，「参加したことがない」が
全体の7割以上を占めていた。現在の暮らし向き
については，男女ともに「どちらともいえない」
が全体の4割程度を占めていた。介護者の健康状
態は「まあまあ健康である」が全体の6割以上を
占めていた。 
被介護者の6割強は「女性」であり，被介護者

の 8 割以上が「75 歳以上」の後期高齢者であっ
た。被介護者の要介護度は，「要介護 2」を中心
に幅広い要介護度の被介護者を在宅で介護して
いた。また，被介護者の約半数が「認知症の診断」
を受けており，被介護者が利用している介護保険
サービス（在宅介護サービス）のうち最も利用頻
度が高いものは，「通所介護（デイサービス）」で
あった（約 7 割）。また，一人あたりのサービス
利用数の平均は1.6種類であり，被介護者が最も
よく利用する介護保険サービス事業所への移動
にかかる平均所要時間は15.3分（標準偏差9.5）
であった。 
 
② 家族介護者の保有するソーシャルネットワ

ークの特徴（社会的孤立の傾向）と背景要因
および心理的影響 

まず，LSNS-6 に独自に 2 領域 6 項目を追加し
たソーシャルネットワーク尺度（「家族・親族」
「友人」「介護仲間」「専門職」の計4領域）の構

成概念妥当性を確認的因子分析（推定法：WLSMV）
により検討した。その結果，モデルのデータに対
する適合度はおおむね統計学的に許容される水
準にあった（CFI=0.99，RMSEA=0.07）。 
次いで，これら4つの下位尺度得点を用いてク

ラスター分析（Ward 法）を行った。デンドログ
ラムを参考に，3つのクラスターを抽出した。 
クラスターごとの特徴を把握するため，4つの

下位尺度得点のZスコアを図1にプロットした。
一元配置分散分析および多重比較の結果，「家
族・親戚」，「友人」，「専門職」の得点は，第3 ク
ラスター，第 1 クラスター，第 2 クラスターの
順に高かった。また，「介護仲間」の得点は，第
3 クラスターが他の 2 つのクラスターよりも有
意に高かった。以上の結果から，第 1 クラスタ
ーは「平均型（n=77）」，第 2 クラスターは「孤
立型（n=31）」，第3 クラスターは「充足型（n=21）」
と命名した。 
 
 

図1.3つのクラスターにおける 
ソーシャルネットワーク尺度のZスコア 

 
 
次に，上記の 3 つのソーシャルネットワーク

のタイプ（平均型，孤立型，充足型）と介護者お
よび要介護者等の基本属性（背景要因）との関連
性を検討するため，χ2 乗検定，一元配置分散分
析（多重比較含む），Kruskal-Wallis検定を行っ
た。 
その結果，介護者の性別，近所付き合いの程度，

地縁的活動への参加の程度，現在の暮らし向き，
利用事業所までの移動時間の 5 つの変数で統計
学的な有意差が認められた（表1）。具体的には，
介護者の性別では，「孤立型」において男性の比
率が高く，女性の比率が低くなっていた（p<0.05）。
近所付き合いの程度では，「充足型」と比較して
「孤立型」の近所付き合いの程度が有意に低くな
っていた（p<0.05）。地縁的活動への参加の程度
では，「充足型」と比較して，「平均型」および「孤
立型」の参加状況が有意に低くなっていた
（p<0.05）。現在の暮らし向きでは，「充足型」と
比較して「孤立型」の暮らし向きが有意に不良な
状態となっていた（p<0.05）。利用事業所までの
移動時間は，「平均型」と比較して「孤立型」の
移動時間が有意に長くなっていた（p<0.01）。 
 以上の分析ののち，上記 3 つのソーシャルネ
ットワークのタイプ別にみた，介護負担感
（personal strain，role strain），介護充実感，
ソーシャルサポート，精神的健康の特徴を把握す
るため，各尺度のZスコアを図2にプロットした。 
 



表1.ソーシャルネットワークのタイプ別 
にみた基本属性（背景要因）との関連性 

 
 

図2.ソーシャルネットワークのタイプ別 
にみた介護者の心理的状況（Zスコア） 

 
 
全体的な傾向として，「孤立型」は，他のタイ

プと比較して，介護負担感が高く，ソーシャルサ
ポートが少ないことが明らかとなった。他方，「充
足型」は，介護充実感が高く，ソーシャルサポー
トが十分に受領できている状態にあり，精神的健
康が良好なことが明らかとなった。 
 
（2）得られえた成果の国内外における位置づけ

と今後の展望 
本研究の主な成果から，家族介護者の中でも特

に男性介護者は，ソーシャルネットワークの規模
が小さく，地縁的な活動や近所付き合いが少なく，
社会的に孤立しやすい傾向にあることが明らか
になった。また，併せて社会的に孤立している介
護者は，現在の暮らし向きの悪化，すなわち経済
的問題も少なからず抱えている可能性が示唆さ
れた。そのため，男性介護者の社会的孤立を予防，
あるいは早期発見のためには，彼らの近隣関係や
経済状況をひとつの指標としてアセスメントし，
即時介入可能な体制を整えていく必要があるだ
ろう。事実，本研究課題の結果から，社会的に孤
立している介護者は，ソーシャルサポートの受領
が少ないばかりか，介護負担感の増大とも密接に
関連している可能性が示された。そのため，社会
的に孤立しがちな男性介護者を支援していくた
めには，彼らを地域全体で見守り，介護に対する
理解と配慮を促すことはもちろん，適切な社会資
源とつなぎ，「介護者のケア」の視点からサポー
トできる環境づくりが必要になるものと考えら
れる。 
 なお，近年，このような家族介護者の社会的孤
立が大きくクローズアップされている。また社会
的孤立が介護心中・殺人の背景に存在することを

示唆する研究も少なくない。それにもかかわらず，
依然として十分な研究知見は蓄積されておらず，
社会的孤立に関する研究は，高齢者を対象とした
研究がほとんどである。しかし，在宅介護の多く
は，介護の担い手である家族の存在によって成り
立っている。また，国民生活基礎調査（平成 25
年）では，老老介護の世帯の割合が5割を超えた
ことが報告されている。その意味では，社会的孤
立の問題はもはや高齢者個人の問題ではなく，高
齢者とその家族を含めた世帯レベルでの問題と
して取り上げていくことの必要性を示唆するも
のと言えよう。 
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